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【第六回】  図書館長 武内孝善 

『大悲胎蔵曼荼羅経説現図所伝决明鈔』巻一・二  二帖  

【書誌データー】   

粘葉装、二帖、平安末期写、たて 31． 4 センチ、よこ 18． 5 センチ、押界 (界高 26． 0 センチ、界幅 1． 9 センチ )、

斐交り楮紙、表紙とも 82 紙、クリーム色表紙、詳密な朱・墨の訓点あり、 70 点あまりの挿図あり、  

今回ご紹介するのは、空海がはじめてわが国に請来した胎蔵現図曼荼羅に関する  

解説書『大悲胎蔵曼荼羅経説現図所伝决明鈔』二帖です。本書は、撰者自筆の原本  

と考えられる貴重な写本です。  

本書は、内題下に「金剛隆誉奉 令旨集」とあることから、隆誉がある方の令旨  

を奉 (うけたまわ )って撰集したことがわかります。ここで問題となるのが、①隆誉  

とは誰か、②令旨を出したのは誰か、の二つです。『岩波日本史辞典』の「令旨」  

の項には、「①皇太子 (皇后・皇太后・太皇太后もこれに準じる )の命令下達のために  

春宮坊 (とうぐうぼう )が作成する公文書。 (中略 )②中世の文書・記録に散見する＜令旨＞の多くは、皇太子・三后・

女院・親王などの仰せを近侍者が奉じた文書。また摂関家の別当宣を令旨と称することもあった。」とあります。こ

れによると、令旨を出すことができた方が多岐にわたっているので、②令旨を出したのは誰か、を直ちに見極める

ことはできません。後考を待つことにいたします。  

では、隆誉とは誰か、ですが、隆誉なる僧は二人います。一人は嘉応 3 年 (1171)3 月、隆位が隆海から灌頂を授け

られたときの色衆の一人として名前がみえ、｢隆誉大僧都良勝房｣とあります。二人目は心覚の弟子の隆誉です。こ

ちらは「常喜院流血脈」と「観音院寛意方血脈」に、兼意―心覚―隆誉なる相承系譜を記すだけで、詳しいことは

判りません。師の心覚の生没年が永久 5 年 (1117)～治承 4 年 (1180)ですから、平安末期の僧であったことはまちがい

ありません。いずれが本書を撰集した隆誉かといえば、後者がより近いといえましょう。それは、師の心覚に『別

尊雑記』 57 巻、『諸尊図像』 2 巻、『別尊要記』 4 巻など、本書と性格を同じくする著作があるからです。とはいえ、

詳細は後考にゆだねるしかありません。  

本書は、胎蔵現図曼荼羅の解説書でして、巻一に中臺八葉院・遍智院・観音院を、巻二に金剛部 (手 )院・持明院の

諸尊をとりあげています。胎蔵曼荼羅には、これ以外に釈迦院・虚空蔵院などがありますから、本来はこのほかに

二ないし三帖あったのではないかと推察されます。現存する二帖に、奥書および識語の類が見あたらないことから

も、この二帖だけではなかったといえましょう。天下の孤本ですから推測するしかありませんが。  

本書の各尊の解説は、ほぼつぎの順序で書かれています。①尊名、②異称、③梵号、④密号、⑤種子、⑥三昧耶

形、⑦現図曼荼羅の図樣説明、⑧淳祐撰『石山七集』の説、の順序です。⑥の三昧耶形のあとに真言を書き入れる

場合もみられます。これらが、隆誉のオリジナルなのか、それとも類書を参照して撰述したのか、については、こ

れからの研究課題です。  

ともあれ、三昧耶形の図は見事です。挿入された図像も素晴らしいものです (図版参照 )。また、詳細に付された訓

点によって、全文を読み下すことができます。なお、表紙の書き入れから、本書はかつて東寺観智院に所蔵されて

いたことが判ります。  
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切り取り 

9:00-18:00 13:00-18:00
9:00-17:00 9:30-16:30
9:00-19:00 閉館

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

27 28 29 30 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2010年 7月の開館予定表

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 1 2 3 4

2010年 8月の開館予定表
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第 2 回図書館文化講座 6 月 23 日（水）  

『金剛峯寺年中行事について -最古の記録の紹介 -』  

高野山大学元教授 日野西眞定先生   

寿永 2 年（1183 年）の『高野雑日記』の記事を紹介し、  

正月から 2 月までの高野山に伝わる年中行事を仏教民  

俗学の立場からご紹介いただきました。  

今年中に 3 月以降の年中行事についての続編の講座を  

予定しております。  

 

第 1 回図書館ミニコンサート 6 月 17 日（木）  

『ギターソロコンサート』密教学科 3 回生長豪朗さん  

 

①勇気 100％ ②THE COLOR BEAD ③Zoo 

④Mr.Planet アンコール⑤5years ago 

 

第 2 回図書館ミニコンサート 7 月 6 日（火）  

『電子ピアノコンサート』大学院修士課程岡野さつきさん  

①  イエスタデイ・ワンス・モア 

②トップ・オブ・ザ・ワールド （カーペンターズ） 

③サージャント・ペッパーズ・ロンリー・ハーツ・クラブ・バンド  

④レット・イット・ビー （ビートルズ） 

⑤少年時代（井上陽水）⑥さくら（森山直太郎） 

アンコール⑦いつも何度でも（木村弓） 

⑧なだそうそう（BEGIN） 

図書館通信  

●開館時間延長● 

7 月 28 日（水）～8 月 7 日（土）までの大学院(通信教育課程)

スクーリング期間中は、閉館時間を通常 18：00 より 19：00 に

1 時間延長致します。是非ご利用下さい！ 

●長期貸出● 

夏期休暇に伴い 7 月 16 日（金）より、学内者の長期貸出を開

始致します。返却期限は 9 月 27 日（月）です。(厳守！) 

 

 

                     

 


